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この年報は第Ⅰ部の 昭和 6[@ 年度における 構内追跡の調査報告と 第Ⅱ部のそれら 遺跡や遺 

物に関連ずる 研究成果をまとめた 研究紀要とからなる。 

第 1 邸第 2 章は，医学部構内での 調査の報告であ り，とくに中世 (13 世紀前集 ) 1@ 梵鐘 

鋳造遺構については 昭和 5f 年度の教養部構内の 調査で発見した 平安時代 l 。 期の梵鐘鋳造遺 

              あ わせて， 第 Ⅱ 部 紀要のなかで 考察を深めた。 第 3 章は北部構内北端の 調査であ     

構内では類例の 少なかった古墳時代前半の 貴重な資料をえた。 また中世後半とみられる 空 

堀を発見し，文献などでしられた 田中 構 と関 迫 をもつものとかんがえ ，注目している。 あ 

らためて考察を 深める予定であ る。 

第 Ⅱ 部は 構内遺跡を中心に 各地の関連する 遺跡について 検討した研究成果であ り，当所 

究 センタ一の紀要であ る。 「 鴨 東白河の鋳物工房」は ， 先にものべた よう に梵鐘鋳造遺構 

について考察したものであ り， l- 瓦の箔と製作技術」は 高麗青糸軒丸瓦を 検討したもので 

あ る。 

                                                                                                  一 が設立されてから ，すでに 10 年の歳月がすぎた。 

                調 奄の体制もしだいに 整備され，古田ギャン " ス を中心に敷地内の 埋蔵 文化財に 

                                                            保存と活用の 方策をもとめてきた。 この調査を通じて ， 学 

                                研究所，研究施設などの 研究室をはじめ ，学覚の研究機関の 積極的協力をえ 

て ，学際的研究をすすめ ， 当 研究センターはその 核の役割をはたし ，大きい成果をあ げる 

ことができた。 この年報にも ，その成果の 一端が反映されている。 

今回付学内，学覚の 多くの方衣から 御 指導， 御 助言をいただ ぎ ，調査の全般にわたって 

施設部，医学部，農学部の 関係各位の御協力をいただいた。 ここに厚くお 礼申しあ げると 

ともに，今後とも 学内，学覚の 方人の御指導と 御協力をおねがいするしだいであ る。 

昭和 62 年 12 月 

京都大学埋蔵 文 イヒ財 研究センター 長   
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